


















































































3. 化学物質の人への健康影響：東 賢一 







































































































































































性を除くと，日本で PCB 問題を契機に 1970
年代に世界に先駆けて整備された，「化学物
質の審査及び製造等の規制に関する法律」
と対象とする化学物質の考え方などは類似
しています。この PCB については，本講演
会で繰り返し言及されています。かつて国
内で 5 万トンを超える量が生産され，化学
的に安定で電気絶縁性が高いことなどから
絶縁油や熱媒体などに多用されましたが，
環境汚染物質なる評価が国際的に確定し，
分解・消滅のための処理が営々と行われて
います。 
化学物質は物質として固有の性状をもち，
その性状値の違いによって環境中での挙動
が大きく異なります。例えば，水と，生体
中の脂肪相を代替的に表わす有機相との間
での分配特性については，スライド 17 のよ
うに何千倍，何百万倍と異なります。すな
わち，ダイオキシン類のようにきわめて有
機相に分配する性質の強い物質から，数百
倍程度のハロゲン化炭化水素まで幅広いこ
とを知る必要があります。また，環境中で
化学物質を分解する自然の機構があるのも
事実です。これらの総体として化学物質は，
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大気や水などの環境媒体に分布し，排出量
を反映したある濃度が形成されます。環境
媒体からの化学物質のばく露は，このよう
な機構の総体として生じます。 
なお，最近は，医薬品やパ－ソナルケア
用品に使用される化学物質が関心を持たれ
る状況にあることを一言添えます。 
最後に，まとめを記します。 
① 化学物質は環境中に入り込み，各媒体
に移動し分布する。 
② 化学物質固有の性状と媒体の特質な
どによって，移動や分布の程度は大きく異
なる。 
③ 一般的には環境媒体中濃度は非常に
低い。濃縮が起こり得る。 
④ 自然の浄化力は大きい。しかし，それに依存できない場合がある。そこで汚染が生じる。 
 
5. 終わりに 
化学物質はとても有用で，これがなければもはや現代生活は成り立ちません。しかし，本質的に環
境汚染物質になる性質もあわせ持っているのが化学物質でもあります。科学的にそこに起こる「スト
ーリー」を知り，上手にこれらと付き合っていく「術」を現代の私たちは身につける必要があります。
本日は，ご清聴ありがとうございました。 
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